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概
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十
七
世
紀
の
末
、
專
桐
霧
主
政
治
が
こ
れ
を
擁
干
す
る

、
政
治
學
設
ど
共
に
、
英
國
に
亡
び
て
よ
り
、
諸
國
專
制
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
グ
ロ

治
の
墓
礎
漸
く
劉
揺
し
、
殊
に
十
入
世
紀
に
於
け
る
英
國

マ
ニ
ア

崇
舞
熟
の
蔓
延
、
啓
蒙
思
想
の
流
布
に
よ
）
、
傳
統
の
カ

に
よ
り
て
維
持
せ
ら
れ
た
る
あ
ら
ゆ
る
制
度
が
、
悉
く
亡

び
む
ご
せ
し
際
、
専
制
主
義
の
猛
険
を
救
ひ
、
暫
く
籐
喘

を
保
た
し
め
た
る
は
、
啓
蒙
化
せ
ら
れ
た
る
專
罰
政
治
な

う
。
然
れ
ざ
も
、
そ
の
專
翻
政
治
た
る
瓢
に
於
て
は
異
る

ε
こ
ろ
な
く
、
「
面
時
代
思
想
に
瀧
襲
を
試
み
つ
、
．
而
も

他
面
に
其
の
戚
化
を
受
け
、
こ
れ
ご
妥
協
し
た
る
も
の
に

し
て
、
結
局
進
み
行
く
時
代
思
想
ご
推
移
す
る
を
得
す
、
や

が
て
は
或
は
立
憲
君
王
政
治
に
…
進
み
、
或
は
共
和
政
治
に

聴
す
る
過
渡
的
階
段
的
の
も
の
な
レ
し
な
り
。
彌
し
て
此

種
の
政
治
の
模
範
を
示
し
、
其
の
政
治
上
の
主
義
昌
的
を

説
毒
す
る
も
の
は
，
プ
冒
シ
瀞
、
の
フ
ン
デ
ソ
ソ
ク
ニ
世
の

政
治
學
説
な
）
。

　
フ
レ
デ
ソ
ソ
ク
の
政
治
學
説
は
、
學
者
の
説
に
み
る
如

き
系
統
的
の
研
究
に
あ
ら
す
。
ま
琵
其
の
荒
説
を
織
承
す

る
者
無
く
、
從
っ
て
政
治
勧
説
吏
上
重
な
る
も
の
に
あ
ら

ざ
る
べ
し
ご
錐
、
當
代
の
君
主
側
の
政
治
思
想
．
及
び
政

治
現
象
を
説
明
す
る
瓢
に
於
て
興
昧
め
る
も
の
た
る
を
失

は
か
。
フ
レ
デ
・
一
・
ソ
ク
が
少
年
時
代
に
、
家
庭
旧
師
佛
人

の
膨
化
を
受
け
蠣
學
に
3
6
醇
せ
し
は
、
世
に
澗
知
の
事
に

し
て
、
早
く
よ
喬
ラ
シ
ー
こ
の
作
晶
、
ノ
ェ
ネ
冶
ン
の
「
テ



レ
マ
ソ
ク
」
を
愛
護
し
、
ま
セ
マ
ソ
ア
三
フ
レ
サ
や
ヴ
ナ
ル

ラ
ー
ル
の
廟
笑
を
買
ひ
し
如
く
、
常
に
左
右
の
詩
文
の

プ
ラ
ン
シ
ヅ
ス
ロ
ル

洗
濯
入
を
要
す
る
程
度
の
心
事
を
書
き
し
ご
は
い
へ
、
其

の
論
説
、
戚
想
、
書
翰
は
悉
く
佛
文
を
以
て
記
さ
れ
、
ひ

ろ
く
佛
國
思
想
の
影
響
を
受
け
し
事
は
否
定
す
る
を
得
す

ま
た
早
く
よ
り
哲
學
癖
あ
り
。
十
六
歳
に
し
て
哲
學
者
ε

緯
博
せ
ら
れ
し
程
、
暫
學
に
親
み
、
古
代
暫
學
に
就
き
て

は
、
ス
ト
ア
哲
學
者
の
キ
ケ
ロ
、
ル
ク
レ
チ
ウ
ス
、
マ
ル

ク
ス
・
ア
ウ
レ
ソ
ウ
ス
を
、
佛
繹
に
よ
り
て
耽
吝
し
、
少

年
時
代
よ
り
晩
年
ま
で
磨
せ
す
思
想
上
大
い
な
る
戚
化
を

を
受
け
し
事
は
、
彼
の
書
に
至
る
ご
二
う
に
見
る
を
得
ベ

ー
、
殊
に
マ
ル
ク
ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
に
私
淑
し
、
哲
人

君
主
の
典
型
ビ
し
て
貧
崇
せ
り
。
ま
た
近
代
哲
學
に
於
て

は
當
時
の
啓
蒙
哲
學
を
研
究
一
、
ロ
ソ
ク
、
ベ
ー
ル
、
ラ

イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
思
想
は
、
ウ
ナ
ル
フ
に
よ
り
て
彼
に
紹
介

せ
ら
れ
し
如
く
、
ウ
ナ
ル
フ
は
早
く
父
王
の
時
代
に
追
放

せ
ら
れ
し
が
、
フ
レ
デ
リ
ソ
ク
は
皇
太
子
時
代
、
伯
林
駐

　
　
　
第
九
巻
　
研
究
　
フ
レ
デ
リ
ソ
〃
二
世
の
政
治
學
説

在
サ
ク
ソ
ニ
や
公
使
α
．
司
．
紆
G
∩
島
ヨ
を
し
て
ウ
ナ
〃

フ
の
著
書
を
佛
謬
せ
し
め
て
研
究
し
、
師
位
ご
同
時
に
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
シ
ク

れ
を
召
還
む
優
遇
せ
り
。
ま
た
ヅ
ォ
ル
タ
ー
川
及
び
百
科

ロ
ペ
ヂ
ス
ト

全
書
編
纂
者
ご
親
交
を
結
ひ
、
特
に
グ
ナ
ル
テ
f
ル
の
思

想
交
章
に
憧
憬
し
、
こ
れ
に
模
倣
し
、
そ
の
鞘
堂
を
受
け

し
黙
思
か
ら
す
。
然
れ
ざ
も
啓
蒙
思
想
、
殊
に
首
題
の
啓
蒙

思
想
は
專
制
君
圭
の
思
想
ご
相
餐
る
、
も
の
に
あ
ら
す
。
・

そ
の
放
縦
な
る
溢
徳
井
、
無
紳
論
的
宗
溶
断
、
非
愛
國
的

コ
ス
モ
ボ
ン
タ
ン
の
政
治
…
思
想
は
、
フ
レ
デ
ヲ
ソ
ク
の
鼠
取

も
反
嘱
せ
る
こ
こ
ろ
な
り
し
も
。
彼
の
自
然
灌
単
寧
論
、

國
家
迦
原
論
、
瓶
會
契
約
論
、
君
主
論
に
現
は
れ
た
る
思

想
を
み
れ
ば
、
如
何
に
彼
が
啓
蒙
思
想
の
影
響
を
受
け
し

か
を
患
還
す
る
に
足
る
べ
し
。
か
く
フ
レ
デ
ジ
ッ
ク
は
早

く
よ
り
佛
國
思
想
の
応
化
を
受
け
、
ま
た
早
く
よ
リ
ス
ト

ア
哲
學
に
読
み
、
次
い
で
啓
蒙
思
想
の
影
響
を
受
け
、
從

っ
て
ひ
ろ
く
是
等
の
思
想
や
ま
た
そ
の
國
家
哲
家
が
、
彼

の
政
治
早
事
の
基
礎
こ
な
り
し
事
は
、
否
定
す
べ
か
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
一
五
　
（
　
一
五
）
’



　
　
　
第
九
巷
　
研
究
　
フ
レ
デ
リ
ソ
〃
二
籔
の
敢
治
學
観

曇
れ
ざ
も
ま
た
一
面
に
於
て
、
ホ
ー
ヘ
ン
ッ
オ
ル
レ
ル
ン

家
累
代
の
就
會
政
策
、
遽
傳
的
こ
も
い
ふ
べ
き
潜
圭
の
強

烈
な
る
責
任
槻
念
も
、
彼
の
政
治
學
説
の
主
要
言
分
な
る

震
主
論
を
構
成
す
る
に
與
っ
て
カ
あ
り
し
事
は
疑
ふ
べ
か

ら
す
。

ニ
　
マ
キ
ヤ
ヴ
ェ
リ
駁
論

　
彼
の
政
治
學
説
は
そ
の
浩
禰
な
る
全
集
中
、
至
る
ご
こ

ろ
に
散
見
す
る
も
、
最
も
ま
ご
ま
り
た
る
者
は
そ
の
青
年

時
代
、
　
｝
七
四
〇
骨
導
位
後
、
間
も
な
く
公
に
せ
ら
れ
し

「
マ
キ
ヤ
ヅ
ェ
ソ
一
駁
論
」
①
ご
、
晩
年
∴
七
・
七
・
七
年
に
印
刷

に
付
せ
る
「
政
府
の
形
態
及
び
潜
圭
の
義
務
に
“
關
す
る

説
」
③
な
も
’
o
「
マ
キ
ヤ
ヴ
ェ
ジ
駁
狐
醐
」
は
、
マ
キ
ァ
ヅ
エ

ソ
の
「
君
孟
．
論
－
に
冷
す
る
駁
論
に
し
て
、
彼
は
済
鑓
色
9

臼
訂
｝
、
H
8
。
。
ω
照
の
の
諜
文
に
よ
り
て
「
艦
王
論
」
を
辛
み
し

如
く
、
こ
れ
に
劃
す
る
駁
論
は
偶
然
の
刺
戟
に
よ
り
て
思

ひ
た
ち
し
如
一
。
一
七
三
入
年
三
月
三
十
一
目
ヅ
ナ
ぞ
グ

　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
　
號
　
　
　
　
　
一
山
ハ
　
（
　
　
一
山
ハ
）

一
川
宛
の
書
翰
に
、
そ
の
「
ル
イ
十
四
世
の
時
代
」
の
中
に

マ
キ
ヤ
ヅ
ェ
ヲ
を
偉
入
の
中
に
加
へ
あ
る
を
難
じ
、
翌
一

七
三
九
年
三
月
二
十
二
日
同
じ
く
ヅ
ォ
ル
テ
ー
ル
宛
の
書

翰
に
、
マ
キ
ヤ
ヅ
ェ
リ
に
關
す
る
批
評
を
公
に
す
る
意
あ

る
事
を
述
べ
之
り
◎
こ
れ
彼
が
「
マ
キ
ヤ
グ
ェ
ソ
駁
論
」
を

思
ひ
た
ち
し
動
機
に
て
、
僧
形
の
マ
キ
ヤ
ヴ
ェ
り
ご
も
い

ふ
べ
き
佛
國
の
カ
ー
ヂ
ナ
ル
・
プ
リ
ュ
ー
り
の
陰
険
…
狡
…
謄

な
る
政
策
も
彼
を
動
か
し
た
る
も
の
、
如
－
。
か
く
し
て

此
書
は
、
ア
川
ガ
β
ソ
チ
の
周
旋
に
よ
り
、
倫
敦
に
て
出

版
せ
ら
る
筈
な
り
し
も
、
獣
行
せ
ら
れ
す
。
フ
レ
デ
リ
ソ

ク
は
一
七
四
〇
年
四
月
廿
六
日
ヅ
ォ
ぞ
プ
矢
川
宛
の
書
翰

に
於
て
、
論
文
に
鋤
し
、
斧
戯
を
加
へ
む
事
を
希
望
し
、

更
に
同
年
八
月
五
日
の
書
翰
に
て
、
此
書
の
出
版
そ
の
他

に
就
て
、
萬
事
を
ヅ
ォ
ル
テ
ー
ル
に
一
任
せ
り
。
然
れ
ざ

も
、
こ
れ
よ
り
さ
き
父
王
の
死
に
よ
り
王
位
に
上
れ
る
フ

レ
デ
ジ
ソ
ク
は
、
出
版
見
合
せ
を
得
策
ε
考
へ
居
り
し
如

く
に
も
思
は
れ
、
ヅ
ナ
川
テ
ー
ル
も
。
王
の
政
治
上
の
地



位
よ
り
な
ほ
訂
正
す
べ
き
箇
所
を
認
め
π
る
も
、
皆
既
に

乏
く
、
ハ
ー
グ
の
書
聖
く
窪
U
彗
窪
は
、
同
年
九
月
の
末

そ
の
第
【
版
を
公
に
し
、
間
も
な
く
、
猫
、
英
噛
伊
、
拉

句
の
諸
語
に
魏
課
せ
ら
れ
て
燈
に
弘
ま
b
、
傳
ふ
る
こ
こ

ろ
に
よ
れ
ば
、
土
耳
其
皇
帝
も
、
膚
身
の
堅
め
、
土
耳
其

甑
贈
に
擁
隷
　
せ
し
め
た
り
と
い
ふ
③
。

　
マ
キ
ヤ
ヅ
ェ
ヲ
の
「
霜
主
論
」
は
、
國
家
の
解
説
こ
い
ふ

よ
り
も
、
経
國
策
に
し
て
、
政
治
學
説
こ
い
ふ
よ
り
も
、

寧
ろ
政
策
の
研
究
な
り
。
彼
は
入
の
性
悪
説
ご
國
家
至
上

主
義
の
も
ざ
に
立
論
し
，
潜
主
の
職
掌
を
以
て
、
富
國
張

兵
に
あ
り
ご
し
、
滋
主
は
專
ら
財
政
整
理
、
覧
備
充
實
、

領
土
嬢
張
を
計
る
べ
く
、
皆
目
的
を
達
す
る
が
爲
め
に
は

潜
主
は
仁
義
承
徳
を
要
せ
す
、
人
の
天
性
は
邪
悪
な
）
、

こ
れ
に
封
ず
る
に
は
、
・
た
や
敬
慶
有
徳
の
風
を
装
ひ
、
恩

威
叢
ぴ
行
は
れ
し
む
る
事
に
つ
ご
む
べ
く
、
自
己
の
椹
力

確
立
の
爲
め
に
は
、
手
段
を
顧
る
必
要
な
し
ご
し
，
γ
レ

ク
サ
ン
ー
3
ル
亡
霊
、
シ
ー
ザ
ー
・
ボ
ル
ジ
ャ
を
思
想
の
蓉

　
　
　
第
九
纒
　
研
究
　
フ
ソ
デ
”
ツ
ク
ニ
澱
の
政
漕
箪
観

戦
ε
推
賞
せ
り
。
か
く
の
如
き
説
は
、
苦
き
フ
レ
デ
ソ
ツ

ク
を
激
せ
し
め
．
函
も
彼
の
崇
笄
せ
る
ヅ
ナ
ル
テ
ー
ル
が

マ
キ
ヤ
ヅ
エ
ジ
を
偉
人
の
中
に
加
へ
し
事
は
、
彼
を
し
て

こ
れ
に
劉
す
る
反
駁
を
敢
て
せ
し
め
た
る
な
り
。
彼
ぱ
此

駁
論
の
序
論
に
撃
て
、
ス
ピ
ノ
ザ
が
信
仰
の
塞
礎
を
破
壊

せ
し
如
く
、
マ
キ
ヤ
ヅ
ェ
ソ
は
政
治
を
腐
敗
せ
し
め
、
健

全
な
る
溢
徳
律
を
破
壌
せ
む
ご
す
・
る
も
の
こ
し
、
霧
主
の

灌
力
濫
用
が
、
蛮
民
に
及
ぼ
す
害
悪
の
大
な
る
を
述
べ
、

此
著
述
が
調
劇
的
な
る
黙
に
於
て
、
膏
年
政
治
…
家
の
野
心

を
煽
る
黙
に
於
て
，
入
墨
に
投
じ
．
世
に
宝
呈
軸
を
及
ぼ
す

最
も
危
瞼
な
る
著
蓮
な
り
ざ
し
、
そ
の
谷
側
に
就
き
て
批

　
　
　
　
ア
ン
チ
ド
ぴ
ト

弱
に
画
し
解
毒
湖
あ
る
事
を
世
に
知
ら
し
め
ん
こ
述
べ
だ

り
④
Q
ま
た
第
八
章
に
於
て
も
マ
キ
ヤ
ヅ
エ
ヲ
が
、
罪
悪

に
よ
り
て
奪
貴
を
極
め
し
者
を
賞
讃
せ
る
事
を
憤
慨
し
、

人
性
の
邪
悪
に
し
て
、
傳
染
性
の
強
き
事
を
述
べ
、
ス
エ

ー
デ
ン
の
チ
ヤ
i
川
ス
十
二
世
の
侵
略
は
、
そ
の
幼
年
よ

）
私
淑
せ
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
大
王
に
倣
へ
る
も
の
な
り

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
　
…
七
　
（
　
一
ヒ
）



　
　
　
第
九
巷
　
研
究
　
フ
レ
デ
リ
ソ
ク
ニ
世
の
致
治
墨
説

ご
の
説
を
認
め
、
ま
た
数
年
前
倫
敦
の
劇
場
に
て
、
掬
摸

の
早
業
を
観
せ
所
と
せ
る
喜
劇
を
演
せ
し
際
、
芝
居
の
閉

場
に
、
看
客
中
指
輪
時
計
等
携
帯
品
を
掬
ら
れ
た
る
も
の

甚
だ
多
か
り
し
ご
の
卑
近
な
る
實
例
を
墓
げ
、
マ
キ
ア
グ

ェ
リ
の
書
が
世
に
及
ぼ
す
害
毒
の
大
に
し
て
、
最
も
溢
義

を
重
ん
ず
べ
き
國
家
の
主
翻
案
に
か
＼
る
ま
義
を
宣
傳
す

る
は
悪
む
べ
し
ご
述
べ
、
マ
キ
ヤ
ヅ
ェ
ソ
の
著
書
の
み
な

ら
す
、
著
者
を
も
攻
撃
せ
り
⑤
Q

　
彼
は
此
駁
論
に
於
て
、
君
主
樫
の
逸
源
を
論
じ
、
自
歯

民
が
玉
戸
を
戴
く
に
至
り
し
は
、
各
県
の
安
全
、
．
防
禦
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ロ
ト
ル
ア
ブ
ソ
リ
ユ

爲
め
に
し
て
、
潜
主
は
人
民
の
絶
封
的
主
人
に
あ
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
レ
　
ヒ
エ
ユ
ド
メ
ス
　
ヅ
ク

し
て
、
反
て
人
民
の
第
一
の
僕
な
り
ご
述
べ
、
（
第
一
章
）

君
主
の
資
格
職
掌
を
論
じ
て
、
霜
野
が
公
人
こ
し
て
人
民

に
臨
む
に
は
、
私
道
徳
を
野
守
し
、
仁
慈
公
正
を
旨
ご
し

善
政
を
布
き
、
交
化
の
登
展
に
つ
ビ
む
べ
き
事
を
力
説
し

マ
キ
ャ
ヴ
ェ
ヲ
主
義
の
残
忍
、
詐
儒
、
破
約
の
人
道
に
発

く
の
み
な
ら
す
、
結
局
成
功
せ
ざ
る
事
を
蓮
べ
、
（
第
十
七

　
　
　
　
　
　
　
第
｝
號
　
　
㎜
入
（
　
一
八
）

章
、
第
十
八
章
、
第
十
九
章
）
ま
た
侵
路
霊
義
を
排
し
領

土
の
籏
張
は
決
し
て
鱈
主
の
名
舞
に
加
ふ
る
と
こ
ろ
無
く

新
領
土
の
統
治
に
、
虐
政
を
以
て
臨
む
の
不
得
策
な
る
を

論
じ
、
ハ
第
三
章
、
第
玉
章
、
第
六
章
、
第
七
章
、
第
八
章

第
二
十
章
）
ま
た
共
和
政
治
の
興
敗
を
論
じ
、
（
第
九
章
）

鼻
薬
政
治
に
、
震
主
親
政
ビ
宰
相
政
治
の
別
あ
る
事
を
述

べ
、
（
第
二
十
二
章
）
ま
た
軍
政
を
論
じ
、
外
國
傭
兵
、
外

國
援
兵
の
利
害
、
其
の
取
扱
に
關
し
て
政
策
的
の
意
見
を

述
べ
、
（
第
十
ご
章
、
第
十
三
章
）
ま
た
當
時
諸
國
の
宮
廷

に
流
行
せ
る
狩
猟
に
關
し
、
マ
年
ヤ
ヅ
ェ
リ
が
潜
主
の
軍

事
敢
育
の
回
助
ざ
し
て
、
必
要
な
り
ご
の
説
に
反
醤
し
、

狩
猟
の
残
忍
な
る
事
、
人
間
の
獲
忍
性
を
助
長
す
る
事
、

地
方
入
園
に
及
ぼ
、
嘱
損
害
等
を
縷
耀
し
、
名
君
名
將
が
狩

猟
家
に
あ
ら
ざ
り
し
を
磐
越
し
、
時
弊
の
｝
つ
な
る
狩
撒

の
弊
害
を
述
べ
た
り
。
（
第
十
四
章
）

　
要
す
る
に
、
彼
は
「
君
主
論
」
を
以
て
、
人
手
に
反
き
、

且
つ
非
論
理
葡
の
説
を
だ
っ
る
も
の
ご
し
て
駁
撃
し
、
著



者
の
品
性
を
疑
ふ
ε
同
時
に
、
そ
の
頭
騰
の
健
全
な
る
や

を
疑
ヘ
ゲ
。
昇
れ
ご
も
、
反
駁
者
自
身
の
説
も
未
だ
政
治
舞

憂
に
現
は
れ
ざ
る
貴
公
子
の
理
想
論
に
過
ぎ
ざ
る
嫌
あ
り

殊
に
其
の
反
駁
は
、
軍
に
「
潜
主
論
」
を
護
み
て
の
威
想
に

止
ま
り
、
マ
キ
ヤ
ヴ
ェ
リ
の
「
ジ
グ
ィ
ク
ス
評
論
」
や
、
「
フ

ロ
レ
ン
ス
吏
」
を
尽
き
し
上
の
議
論
に
あ
ら
す
。
ま
た
「
潜

主
論
」
は
、
時
代
、
場
所
を
超
越
し
、
如
何
な
る
潜
主
に

も
適
用
す
べ
き
眞
理
ご
し
て
、
君
主
の
資
格
を
論
じ
た
る

に
あ
ら
す
。
外
に
は
佛
蘭
西
、
西
班
牙
の
覇
灌
の
下
に
屈
服

し
、
内
に
は
朋
二
相
璽
ひ
、
罠
的
の
辱
め
に
は
手
段
を
繹
ば

ざ
る
當
時
の
伊
太
利
の
状
態
に
鑑
み
、
君
主
が
如
何
せ
ば

其
の
椹
力
を
維
持
し
忍
べ
き
や
を
示
せ
し
も
の
に
し
て
、

更
に
進
ん
で
か
、
る
有
力
な
る
君
主
の
出
現
に
よ
り
、
外

國
の
覇
絆
を
脱
し
、
内
部
の
紛
箏
を
一
掃
し
、
伊
太
利
統
一

の
實
を
墨
げ
む
事
を
望
み
し
も
の
な
り
ざ
趨
る
を
得
べ
し

而
し
て
フ
レ
デ
ソ
ソ
ク
は
、
マ
キ
ヤ
ヅ
ェ
ソ
誰
時
の
伊
太

利
を
考
慮
の
中
に
置
か
す
、
「
、
霜
主
論
」
に
か
、
る
暗
示
の

　
　
　
第
九
巻
　
研
究
　
フ
ソ
デ
リ
ツ
ク
ニ
世
の
政
治
學
説

含
ま
れ
居
る
を
知
ら
す
、
輩
に
其
の
説
を
以
て
、
人
道
に

弾
き
、
非
合
理
的
の
も
の
こ
し
て
攻
撃
せ
り
○
郎
ち
彼
は
歴

史
現
象
は
歴
質
的
條
件
に
よ
り
て
解
属
す
べ
き
を
無
親
し

過
去
の
事
を
過
去
の
事
情
に
よ
ら
す
、
現
代
の
事
情
に
よ

り
て
批
験
せ
む
ビ
す
る
も
の
に
し
て
、
マ
キ
ヤ
ヴ
ェ
ジ
當

時
の
潜
圭
を
、
彼
自
身
の
時
代
の
業
主
の
立
場
よ
り
考
へ

た
る
な
h
／
o
こ
れ
墨
姦
説
の
絶
一
揖
的
槽
二
値
ご
相
婁
槽
二
値
を
涯

別
せ
ざ
る
も
の
に
し
て
、
啓
蒙
期
一
般
の
考
へ
方
な
り
⑥

か
く
フ
レ
デ
ソ
ッ
ク
は
「
君
ふ
難
論
」
を
紺
駁
撃
す
る
事
痛
…
列
恥
な
・

る
も
、
彼
の
出
貰
際
㎜
政
治
を
獅
馴
る
に
、
反
っ
て
「
君
主
論
」
に

啓
獲
せ
ら
れ
た
り
ご
思
は
る
、
節
砂
か
ら
ざ
る
事
を
知
る

べ
く
、
殊
に
筆
管
派
の
眼
よ
り
観
れ
ば
、
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
ツ

ズ
ム
以
上
ご
も
考
へ
ら
る
べ
く
、
即
位
後
直
ち
に
シ
レ
ジ

ヤ
を
占
領
せ
る
機
敏
な
る
行
動
は
、
た
こ
ヘ
プ
ロ
シ
ヤ
の

政
治
家
、
歴
史
家
が
歴
皮
的
に
占
艶
艶
を
考
讃
し
、
其
の

占
領
を
正
當
親
す
る
こ
も
、
「
ア
ン
チ
マ
キ
ア
ベ
ル
」
の
著

著
の
行
動
こ
し
て
は
、
マ
コ
ー
レ
｝
の
辛
辣
な
る
批
詳
を

　
　
　
　
　
　
　
第
「
糀
　
　
　
一
九
　
（
　
一
九
）



　
　
　
第
九
怒
　
研
寛
　
フ
ソ
デ
サ
ソ
ク
ニ
世
の
政
懸
學
観

甘
ん
じ
て
受
け
ざ
る
べ
か
ら
す
ご
考
へ
ら
る
。
ま
た
御
用

史
家
ト
ラ
イ
チ
ク
が
シ
レ
ジ
や
占
鎮
を
批
評
し
て
「
王
は

　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
グ
ン
ド
リ
ヴ
ヘ
ル

哲
學
者
ご
し
て
未
だ
う
ら
若
き
熟
中
家
に
…
過
ぎ
ざ
る
も
外

　
　
　
　
　
　
シ
ヨ
ま
ン
ラ
イ
フ
ウ
ン
ド
ブ
エ
ア
タ
ツ
と

交
家
こ
し
て
は
一
人
前
な
り
」
⑦
ご
誇
る
も
こ
れ
反
て
反

醤
側
の
攻
撃
を
是
認
す
る
も
の
な
り
。

　
次
に
フ
レ
デ
ジ
シ
ク
の
政
治
學
説
ざ
し
て
翻
る
べ
き
も

の
は
覚
ハ
の
晩
年
六
十
五
歳
の
蒔
二
七
七
七
年
に
印
刷
に
付

し
ヴ
ナ
ル
テ
ー
ル
、
ダ
ラ
ソ
ベ
ー
川
等
少
薮
の
範
幽
に
の

み
頒
ち
た
る
「
政
府
の
形
態
及
び
霜
主
の
嚢
務
に
瀾
す
る

説
」
の
…
小
篇
な
り
。
こ
れ
は
青
年
時
代
の
作
の
如
き
挑

職
的
、
威
情
的
、
回
想
凶
の
跡
な
く
、
永
年
抱
懐
せ
る
政

治
學
説
ご
多
年
の
政
治
的
経
験
ご
を
基
礎
ご
し
述
べ
た
る

穗
健
選
評
な
る
議
論
に
し
て
、
人
類
の
自
然
歌
態
、
就
會

契
約
、
國
家
の
匙
源
、
國
家
の
種
類
を
蓮
べ
、
最
後
に
君

主
の
義
務
職
掌
を
力
説
し
、
啓
蒙
化
せ
ら
れ
た
る
専
制
政

治
の
根
本
義
を
説
明
せ
り
。
こ
の
外
、
一
七
七
九
年
に
出

版
せ
ら
れ
し
「
愛
國
心
に
閥
す
る
書
翰
」
③
は
彼
の
全
集
第

　
　
　
　
　
　
　
第
嚇
號
　
　
　
ご
0
　
（
　
二
〇
）

筆
才
台
場
に
間
す
る
著
述
の
内
に
股
み
ら
れ
、
第
九
憲
中

の
他
の
小
編
ビ
共
に
、
彼
の
政
治
學
説
を
窺
ふ
に
重
要
な

る
も
の
な
り
。
ま
た
彼
の
歴
史
に
間
す
る
浩
禰
な
る
薯
蓮

書
翰
の
内
に
も
、
至
る
ε
こ
ろ
に
其
の
政
治
に
熱
す
る
論

議
散
見
す
。
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